
～96,82,50-54and74% respectively.The

rateofdehydrationoEnitroalcohlswerein

the fo1Iowing order:nitroethanol>2-zlitro-

propanol>I･nitropropanol>2-nitrol1-butanol

>2-nitro12-butanol(3-nitr0-2-pentanol).Ⅰn

thedehydrationofprimarynitroalcohols,the

decreaseofmo一arratio(phthalicanhydride/

nitroalcohol)wasnotauectedontheyields

ofnitrool血 S.

Itwasdeducedthatphthalicanhyridedid

notshowthebehaviorofdehydradonagent,
butofdehydration catalyst.Characteristic

infraredabsorptionbandsofnitrooleriniwere

asfouows:

das(NO皇)-1,519j=6cm11,
ds(NO皇)-i,347j=5cm-1

小径爆薬のメタン着火についての実験的考察

伊 藤 功 - ･小 閑 英 雄*

1. 緒 官

爆薬に依るメタン一重気混合ガスの着火に放ての研

究性従来より種々なされて居り｡多々報告されて居る

が,小径の爆薬についての報告は余り見かけない｡

尊者等は PETN,RDXの高位使良薬に依る小径

爆薬のメタン一重気混合ガス瀞火について実験を行な

い,消炎剤の効果,蜂速の効果等につき, 2,3の知

見を得たので以下に報告する｡

此の実験が他の爆薬のメタン蔚火 (以下メタン一重

筑混合ガス-の蔚火をメタン蔚火と記す)就駿と大い

に異る点は,小径爆薬の薬丑は非常に少ないが,高樋

速を有している点である｡

2. 装 置

鼓匿は Fig.1に配す通 りの,内径48.5cm長さ

79cm の鉄製ドラムを爆発寅とし,クラフト鉱をはっ

て,ガスを密閉した｡ドラムの中心軸方向に試料を懸

印し,6号電苅岱管で起爆してメタン-の着火を調べ
た｡(メタン%;9士0.2)滑火串は原則として5発中の

蔚火発散で表わし,0/5を以て不意火量を定めた｡旺

ト- 〝-一一一lFig.1 火 故 装 置

同和37年10月llFl受忍+日蕃カークツt

株式全社 保土谷工場 挽兵市保土谷区仏向町24 料

は内径 3m/m及 4m/m

,内座 lm/m のポリエチレン夢パイ

プに英を滋塀したもので,長さは原則として 50cm,耕 比重は底を木製台上

で2･3回叩いて落ち憩いた所で定めた｡3. 着火事に

対する種々の塩類の輔PETN,RD等,にN
aC),NaHCOS,KNOB,Na王SiFc,KI,KCIOl,タルクを私々の % 添加して

l内径 3m/mのポリモチレン管に収 め,これの メタン瀞火性を調べた｡その鈷鬼 を衣1

.に掲げる｡又PETN,RDX及び添加した塩類の粒度は衣2の通り

である｡Fgi.2は添加塩類のと螺速,

メタン着火の関



fi(買)戟 載 LLLt旦(e/為し竺竺

註 釈料は内筏3m/mLAuL/.lm/m長さ5

0cmのポリエチレン管に装填したものを用

いた｡頒適はデジタルカウンターで測定し

た｡蛮 2 PETN,RDX塩餌の

粒度I比 敦 牢

乎∵ 雇 四A-act !
53Z･2h

'aHCOt 776.5KNO{RIKC10

-h'a2Si

F6RDXPET.TC 146Ⅰ

.9246.12436.8

696.7783.2636.4詫 比釆市乳

平均粒技はブレーン5.1久遠過払1)に依り抑

超した｡ヰ生.A. /Q LOJP〆
'18屯へ卒

Fig.2
i恭加地薪%と雌速及びノタン耕火の関係

.
添加した塩類の比衣両横が妖料の初台で一定でない

敏一矧二消炎効果を云々出
来ないが,
比の鈷先から見

Vo1.23.No.さ.IM

ると,
患い酸化剤で あるKCIOlは%が増加しても

高燥速を保ち
,
且つ消炎効果は無く,
所抑消炎劫火は

持つが!)酸化剤で あるKNOa
も比較的高燥適を保ち

乍ら
,30
%で不着火に至る
｡
又拭めした大体の塩規

は30%の混入率で不着火を示し,同
時に蜂速も相当

拭少 する｡
比較的高堤通でしかも一審少ない%で不

労火を示すNaHC03が用いた塩類の中では股も洞炎

効果がある様に思われる｡
RDXは塩類 を混合した場合,この
径では完燥し得

なか った ｡従つ七以下

の突放では PETNのみを珊べる事と

した｡4. 分火中に対する甘式料の長

さの影野斌料の長さを 50cm

から 10cm迄変化 させてメタン潜火率を調べた｡結果は衣うに掲げる｡

蛮 3 着火串に対する東長の髭管

葡 薪PETNの み 10.94
】PETN+NaCl
lO% 0.99" 20%ll･04

" NaHCO. )0%t1.00 長 さ

cm 2一

>th///2112L̂tノ///2●12.イ一1…｣Jュ｣////220tノつーtLr(..t̂-<->>>ktノ▲7tヽ′■-ノ///
/つノ21.-2証 試料は内径 3m/m内即 Im/m 長さ

50cm ポlJエチレン管に鼓萌したものを

用いた｡メタン着火串は長さを短くしても殆んど減少 しない｡此
の叫は蔚火源を形成する為にはある長ささえあれば十分であって

,エネルギー的に小鬼しか璽しない群を示して居る｡

5. 藩火中に対する消

炎剤の牡鹿の袋に依る彫塀NaClを65㌦ 100算
,1
50㌦250尊,
NAHC

OaをIOO替i-15b尊,250き全通,の臥 畝の2通りに夫々を分け.

PETN に混入してメタ

ン7着火比叡を行なった｡その結果は衣

4に掲げる｡妾 4 粒度の丑に依る.g火中

埠次期NaCl(65



irJ次期
NaHCO3(1仰p-～lSOSJ

竺 l豊 L亘

… 三 ; 三 二二;≡ I_=;;l

必達m/se里BOOi457(車 370

NaHCOJ(250.p適)

qoAl叫 206
5/5iI/5
I.OIiJ.02
4880｣4810

姓 鉄幹は内径 3m/m 内厚 )Jn/m長 さ 50cm の

ポリエチレン管に装填したものを用いた｡

衣4の鈷黒を考療すると,NAClは粗兜の軌い方が

蔚火革が良いと云う普通予想される鈷黒を1持たが Na

HCOlの墳合は逆の興味深い結果 を得た｡即ち.帆

の方は 20% の混入率で不蔚火となるのに.散粉は

20% の混入率でも着火している｡

一方爆速を見ると,NaClの場合は同じ%で机い方

が爆速が高く,NaHC08の場合は反対に致粉の方が

爆速が高い｡これは NzLCO-の致粉の方が NAClに

比べこまかい為,塩類混入に依る仮比韮の榊加が大き

い為である｡王昆入牢が増加すると仮此正が増加するの

は PETN の粒度が比椴的粗い為である｡比の串は

敦 l,2に於て投もこまかい KN08が同じ轍な共比

盃を持つ他の壌類に比しくfE比重 KNOa;2.109,NA
Cl;2･164.NAHCO3;2.159)最も仮比正が大きく,

爆適が高い串からもうかがわれる｡

従って,袋4の場合 NAHCOsの敢掛ま高位速,即

ち衝帝政が重い為現のものより譜火箆がよいのではな

かろうか｡

DoIlAn37は消炎剤の効果としては消炎剤の g款が

問題ではなく,比釆面相の冶和が問BZiである｡即ち粒

子の小さい比表面積の大きいものは少且で不放火に至

るが粒子の抗い比衣面椀の小さいものは多血でないと

不蔚火に至らないと云っている｡

木実験の場合,NaC)はこの理2割こあては まる｡

しかしNJIHC03の勘合から考えると,PETNの如

き祐廷皮の小径爆菜の墳合は.例え消炎剤の比衣面椴

が大きくなっても,仮比企が堺加して堤通が高まる捜

な場合は,消炎剤の消炎効果より堤通の影野の方が憩

いと云えるのではなかろうか｡此の中は丁の東映で更

に勤められた｡

又NaCl(1508-250苧)とNaHCO.(]00孝一)50尊)を比
較した時,NaC08の方が粒度が扱く且つ少ない%で

前世速にも拘らず不蔚火である串は消炎剤としてNa

HC08の方が:NaClより秀れているgfを示している｡

4. 着火事に対しる枚在の厚さの形響

PETNに塩類等の添加物を加えないで,ポリエチ

レン管の厚さを変化させて瀞火革を調べて見た｡鈷異

は衣5に示す通りである｡

被投の厚さ牲ポリエチレン管の太いものを順次盃ね

て変化させた｡安中,Im/m+lm/m と8いてあるの

は内原 lm/mものを2本正ねた串を示す｡

蛮 5 .g火中に対する填頓の厚さの好学

姓 耽料の長さは

50cm敦に見る通り,着火率への被覆の厚さの形弓削ま非常

に少なかった

｡7. 枚環に消炎剤を入れた墳合のメタ

ン着火Fig.3に図示する棟にポリエチレン

竹を2皿にして.中心に PETN, ポリエチレン哲同志

の隙rtqに消24 蛮 d 被虐に消

炎

剤を入れた 幼合 と非に混ぜた観合の比較



(B) 披掛こ消炎剤を入れた場合

垂 竺空桓比頑‰ 律 空軍蒜
NAC1 5.15

NAHCO3 "
N82SiFC "

H20 1 "

513OF 6.0!2/5
･ 4.5E1/5
〝 7.5㌢ リラr
〟 1 5.4 Fo/5

炎剤を入れてメタン蔚火を調べた｡ポリエチレン管の

菰合で芯薬の径は 4m/m で行なった｡これと比較す

る為芯薬の径 4m/m で芯掛こ消炎剤を入れたものの

メタン着火も罰べた｡鈷兜は衣6に示す｡

同じ消炎剤について,消炎剤を芯薬の中に入れたも

の (A)と被風こ入れたもの (a)を比較す ると,

(8)紘 (A)に比し遁かに多良の消炎剤を用いたに

拘らず,不潜火に至らない｡一方爆速を見ると,(B)

はPETN本来の布似通を示し(A)は消炎剤の%に

従って洞沢している｡同じ消炎剤r司志ではここでもメ

タン潜火に対する爆速の効果が確められた｡(B)の場

合の掛 こ高爆速のものに対してlま消炎剤の dustの窒
のみで瀞火帝形成を抑制する中は甚だ牲しい事をこの

鈷果は示している｡消炎剤は消炎効果よりむしろ,芯

発に混じて爆速をさげろ群で不蔚火に頁敵している様

である｡

又,水は特殊な洞炎効果を示し,消炎剤として巌も

弄れた偲力を持っている様である｡

B. む す ぴ

メタン-空気混合ガスの爆矧こよる77%火の原因とし

ては,従来より,火焔.灼熱牧子,郡刑こおける反射

研帝政,反射袋中節帝政,燥琵生成ガスの膨脹による

メタン-空気混合ガスの断熱圧脚 があげられて来て

いる｡

しかし以上の本実験を考察すると.押しい倍火扱桁

はこの程皮の実験では勿冶つまびらかに出来ないがメ

タン一室気混合ガス-の PETNの小径爆薬での蔚火

は爆速,即ち田専政の聾さが一席彫轡を与えて居9,
所謂消炎剤の効果はその比衣両税の抱和もさるgtなが

ら,PETNに直接混入して蛙速をさげろ畔で意味が

あると云う串が,殊に5,7の実験蛤架から煎められ

た｡

付紀,本文の内容は昭和37年4月21日エ光火薬協会

研究先安金で先安した｡本実験に協力された野辺地.

桶谷の両氏に煙く感謝する｡
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TheAIeth8ne-AirI印ition8bySmallDiameter

C&rtridgeoEJhploSiYe8

byK.ItohandH.Ozeki

lnthispaper,thesuppre貼iveeqectoE
addedsalts,andtheinduenceoEdetonation

rateuponthemethane･8irignitionswereob-
servedbyusing smalldiametercartridgeof
PETNorRDX.

PETNorRDXwasChargedjnthetube
oEPolyethylene(3-4mm.indiameter,50cm

inlength,lmminthickness)withadditional
salts,suchasN8Cl,N811CO8,Na2SiFC,KI,
KNO8andKCIOl,
SzLmplewashanged and fired b)･No.6
detonatoralongtheAXisintheironexplo-
sionchamber(48.5cm.indiameter,79cm.in

length),whichfilledwith9±0.2% methane･
allmixture,

SupprcssivceHectoftheparticlesizeof
additionalsaltsonmeth8ne･airignitionswas
observed.Ⅰtisinterestingthat,inthecase
ofNaCl,finergranulationwasmoresuppr･

YoL23.No.i192I

cssivethancoarseone,butinthecaseoE

NaHCO壬,itwascontrary.
Thiswouldbeduetothediqcrenceofthe

rateofdetonation,tmausefineparticlesof
NaCldecreasetherateofdetonationolPETN

mixture,butNaHCOaincreasethedensity
andconsequentlytherateoEdetonationof
themixture,owingtotherelationbetween
theparticlesiヱeSOfPETNandNaHCO80r
NaCl.
Thesuppre弘ivee斤ectoEtheszLltwasmore
e斤eclivewhenthe saltswas mixed with

high explosive,thanwhenthesaltsplaced
surroundingtheCartridge.
ItseemedthattheinAuenceofdetonation

rateofcartrigewasmostimportantin the
methane-airignitionsbysmalldiameterCartr･
idgeofhighexplosivesuchasPETN.
(HodogayaPlant,JapanC8TlitCo.Ltd.)
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